
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●工夫したこと（＆苦労した点）――――― 
① Ｔ１とＴ２の動きが見える学習の流れを毎時間作成

し、役割や見通しをもって進められるようにした。 
② 毎月の体育部会で「体力名人」の認定基準や進め方

を話し合い、全職員で共通理解できるようにした。 
③ 体力名人の「努力賞」達成割合の目標値を７０％以

上と設定して、その達成に向けて全校で取り組めた。 
④ 体育通信で具体的な取組の様子や体力向上に関する

情報を発信し、取組を家庭に広げていった。 
 
 Check：取組の成果            
① 「運動好き」と回答した児童の割合が一昨年は８

６％であったが８８％に上昇。 
② 「体育の授業は楽しい」と回答した全校児童の割合

は一昨年の９０％から９２％に上昇。 
③ 体力テストの全国平均達成率が一昨年の８９％から

９６％に上昇。 
④ 毎月体育目標を設定しての取組や、体育通信を通し

て積極的に家庭を巻き込んだ体力向上の取組を推進
した結果、「学校は積極的に体力づくりに努めてい
る」と回答した保護者の割合が９８％に上昇。 

⑤  
 
 
 
 
 

 Action：今後の課題                
① 体育に関する研修や授業公開の機会を今後も位置づ

け、「汗かく体育」につながる場・道具・授業づくり
の工夫への理解を全職員で深めていく必要がある。 
 

② 大規模校のため、一人あたりの運動スペースの確保
は今後も課題。体育館やグランドの使用割り当ての
工夫、教育課程の時期の見直し等を進めていく。 

 

 Plan：取組時の課題と計画           
1 取組時の課題 
◆児童数が多いために合同体育を設定することが多く、
運動量を確保した「汗かく体育」の達成が難しい 

・「３０分以上運動する汗かく体育」を全校の合い言葉に
して取り組んでいるが、合同体育をする時間が多い学
年ほど、１人あたりの運動量が落ちる現状がある。 

◆本校の体力的課題は「握力」 
・昨年度の新体力テストの全国平均達成率は９１％で、
項目別にみると「握力」の達成率が５０％と特に低い。 

 
2 取組の計画 
① 運動量を第一に考えた体育授業のあり方を体育専

科・各学年部の体育部が中心になって提案し、「汗か
く体育の授業」を実践していく。 
 

② 毎月体育目標を設定し、課題の「握力」等が向上して
いけるような「体力名人」の取組を学校と家庭が一体
となって展開する。また、家庭の協力につなげるため
に体育通信を定期的に発行し、取組を広げていく。 

 Do：実践内容               
1 「汗かく体育」で運動好きな子に 
（1）運動量の確保された体育授業へ 
 ・教師による説明を端的にしたり、複数の場を設定し

たりすることで、一人あたりの運動時間や運動スペ
ースが確保された体育授業を展開した。 

（２）体育専科による体育実技研修・授業公開を通して
「汗かく体育」の授業イメージを共通理解する 

・「汗かく体育」を進めるうえで必要な場、道具、授業
づくりの工夫を、実技研修や公開授業をもとに学ぶ
機会を毎学期設定した。 

 
２ 「体力名人」の取組で運動の日常化へ 
（１）毎月の体育目標の設定 
 ・毎月体育目標を設定し、学校と家庭が一体となって

目標を共有して取り組んだ。また、継続して取り組
めた子には「努力賞」を認定し、「努力賞」達成を一
番価値あるものとして学校全体で取組を進めた。 

（２）家族でいっしょに「体力名人」へチャレンジ 
 ・保護者に向けて「体育通信」を発行し、学校と家庭

が体育目標の達成に向けて一体となって取り組める
よう情報を発信した。 

「汗かく体育」と「体力名人」の取り組みによる 

運動好きな児童の育成 

大分県大分市立豊府小学校 

◎体力向上の取組がもたらす波及効果 
◆ 体力向上が進めば、学力も伸びる！ 
・十分な運動量を確保し、児童にとって満足度の高い体
育授業を進めることができれば、その後の学習に落ち
着いて取り組むことができる。結果として、体力向上
が進めば学力向上にもつながっていく。 

全校児童数 946 名（男子 488 名 女子 458 名） 

全クラス数 32 教職員数 ５３名 

体育専科教員訪問学校数 ２校 

訪問校 大分市立 南大分小学校 

体育専科教員名 佐藤 充 

 

豊府小で展開した体育実技研修や家庭を巻き込ん

だ体力向上の取組を、今年度より南大分小、横瀬西

小、西の台小でも展開。体力向上の面で大きな成果

も見え、来年度以降につなげる土台ができた。 



                                         

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜体力名人の取り組みの様子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

てつぼう名人                なわとび名人             体力アップカード 

＜家庭に配布する体育通信＞    ＜新体力テスト結果の推移＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
月刊誌「楽しい体育の授業」（明治図書） 

２０１９年４月号より、豊府小の体育通信

「筋肉通信」が連載されます。（全１２回） 


